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白
詩
に
お
け
る
卑
下
の
表
現

席
　
暢

一
　
は
じ
め
に

　

唐
の
白
居
易
（
七
七
二
│
八
四
六
）
が
自
ら
の
手
で
編
纂
し
た
詩
文
集
『
白
氏
文
集
』
の
巻
二
十
八

1486
「
与
元
九
書
」
に
お
い
て
、
白
居
易
は

自
身
の
詩
を
「
諷
諭
」・「
閑
適
」・「
感
傷
」・「
雑
律
」
に
分
類
し
て
い
る(1)
。
諷
諭
詩
は
「
兼
済
の
志
」
と
し
て
、
朝
廷
の
腐
敗
や
社
会
問
題
を
暴

き
、
広
く
天
下
を
救
う
こ
と
に
努
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
、
閑
適
詩
は
「
独
善
の
計
」
と
し
て
、
失
意
の
時
に
、
身
を
修
め
、
徳
を
養
う
こ
と
を
述

べ
、
感
傷
詩
は
物
事
に
触
れ
、
情
が
生
じ
る
こ
と
で
吟
じ
た
も
の
で
あ
り
、
雑
律
は
五
言
、
七
言
、
長
句
、
絶
句
な
ど
の
韻
と
形
が
決
ま
っ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
詩
は
唐
詩
の
多
様
性
を
全
面
的
に
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
る
。
白
詩
に
つ
い
て
、
恐
ら
く
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
諷
諭
詩
と
閑
適
詩
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
す
る
研
究
も
数
多
く
あ
る
。
た
だ
し
、
詩
の
分
類
に
関
わ
ら
ず
、
白
詩
に
お
い
て
は
卑
下

の
表
現
が
少
な
く
な
い
。
何
か
の
理
由
で
自
分
自
身
を
低
い
位
置
に
引
き
下
げ
て
遜
る
表
現
や
言
葉
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
分
析
は

従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
白
詩
に
お
け
る
卑
下
の
表
現
は
白
居
易
の
詩
想
の
変
化
や
人
生
に
対
す
る
態
度
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
そ

れ
に
力
を
入
れ
て
分
析
す
る
に
値
す
る
と
思
い
、
そ
し
て
白
詩
に
お
け
る
卑
下
の
表
現
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
詩
の
表
現
を
よ
り
全
面

的
に
解
明
す
る
の
に
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、『
白
氏
文
集
』
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
、
日
本
に
も
伝
来
し
、
漢
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詩
、
和
歌
に
典
拠
を
与
え
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り(2)
、『
白
氏
文
集
』
の
鈔
本
と
刊
本
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
本
稿
は
表
現
論
に
基
づ
き
、
白
詩

に
お
け
る
卑
下
の
表
現
を
メ
イ
ン
に
、
白
居
易
個
人
の
経
歴
や
主
張
な
ど
に
基
づ
き
つ
つ
、
白
詩
に
お
け
る
卑
下
の
表
現
の
特
徴
、
詩
想
な
ど
に

関
し
て
考
察
を
行
う
。

二
　
本
稿
で
使
用
す
る
『
白
氏
文
集
』
の
諸
本
と
注
釈
書

　
『
白
氏
文
集
』
の
諸
本
は
鈔
本
と
刊
本
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
鈔
本
は
唐
鈔
本
と
伝
鈔
本
に
分
け
ら
れ
る
。

○　

鈔
本
（
唐
鈔
本
）

◎　

敦
煌
本
『
白
香
山
詩
集
』　

現
存
す
る
唯
一
の
唐
鈔
本
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
。
巻
三
、巻
四
、巻
九
の
僅
か
な
残
篇
し
か
残
っ
て
い
な
い(3)
。

○　

鈔
本
（
日
本
の
伝
鈔
本
）

◎　
「
神
田
本
」 

…
平
安
時
代
末
期
に
書
写
さ
れ
た
。
国
立
京
都
博
物
館
蔵
。
巻
三
と
巻
四
の
み
残
存
す
る
。

◎　
「
金
沢
本
」 

…
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
間
に
書
写
さ
れ
た
。
白
居
易
存
命
中
の
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
に
入

唐
僧
恵
萼
が
蘇
州
南
禅
院
で
書
写
し
た
『
白
氏
文
集
』
六
十
七
巻
本
の
重
抄
本
と
さ
れ
る
各
巻
（
巻
十
二
、
巻
四
十
九
、
巻
五
十
二
、
巻
五

十
九
な
ど
）
も
含
ま
れ
る
。

◎　
『
管
見
抄
白
氏
文
集
』 

…
内
閣
文
庫
蔵
。
鎌
倉
幕
府
時
代
に
成
立
し
た
。
僅
か
な
残
篇
が
残
存
す
る(4)
。

◎　
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
第
廿
二
…
酒
井
宇
吉
氏
蔵
。
平
安
中
期
の
暢
達
し
た
筆
致
で
書
写
さ
れ
、
巻
十
三
か
ら
巻
十
七
ま
で
の
四
十
二
首
が
存

在
す
る(5)
。

○　

刊
本
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◎　

那
波
本
…
銅
活
字
本
を
江
戸
時
代
初
期
（
一
六
一
八
）
に
那
波
道
円
が
翻
刻
し
た
木
活
字
印
本
。
巻
一
か
ら
七
十
一
ま
で
揃
っ
て
い
る
。

◎　

馬
元
調
刊
本
…
民
間
刊
本
。
巻
一
か
ら
七
十
一
ま
で
揃
っ
て
い
る
。

◎　

官
版
…
幕
府
刊
本
。
巻
一
か
ら
七
十
一
ま
で
揃
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
神
田
本
と
金
沢
本
を
使
う
。
鈔
本
が
欠
い
て
い
る
部
分
は
那
波
本
で
補
う
。
な
お
、
逸
詩
は
研
究
対
象
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
本
稿
は

白
詩
の
表
現
を
中
心
に
扱
う
た
め
、
過
去
に
出
版
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
注
釈
書
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
明
治
書
院
が
出
版
し
た
新
釈

漢
文
大
系
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集
』
一
│
十
三
巻
（
一
九
八
八
│
二
〇
一
八
年
）、
国
民
文
庫
刊
行
会
が
出
版
し
た
続
国
訳
漢
文
大
成
『
白
楽
天

詩
集
』
一
│
四
巻
（
一
九
二
八
年
）、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
が
出
版
し
た
『
白
楽
天
全
詩
集
』
一
│
四
巻
（
一
九
七
八
年
）
の
三
種
類
は
量
が
多

く
、
白
詩
が
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
お
り
、
訳
注
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
三
つ
を
中
心
に
参
照
し
、
ほ
か
に
は
集
英
社
が
出
版
し
た
『
白
楽

天
』（
一
九
六
四
年
）
や
角
川
書
店
が
出
版
し
た
『
白
楽
天
』（
一
九
八
八
年
）
な
ど
を
適
宜
参
照
す
る
。
本
稿
で
白
詩
を
引
用
す
る
に
際
し
て
、

上
記
の
書
籍
を
い
ず
れ
も
参
照
し
た
が
、
本
稿
末
尾
の
注
に
は
最
も
大
き
く
拠
っ
た
も
の
の
み
注
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
　
白
詩
に
お
け
る
「
卑
下
」
の
表
現

　

白
詩
に
対
し
て
卑
下
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
卑
下
の
表
現
は
白
詩
の
中
心
の
も
の
と
は
言
え
な
い

が
、
実
際
に
は
卑
下
の
表
現
は
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
全
て
取
り
上
げ
る
の
は
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い
た
め
、
典
型
的
な
用
例
の
み
分
類
し
て
示

し
、
そ
の
卑
下
の
表
現
の
特
徴
、
詩
想
な
ど
を
分
析
し
、
そ
の
上
に
な
ぜ
白
居
易
が
そ
の
よ
う
に
卑
下
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
原
因
を
考
察
す
る
。

⑴　

文
才
に
よ
る
卑
下

　

白
居
易
は
唐
の
大
詩
人
と
し
て
、
歴
代
高
く
評
価
さ
れ
、
中
唐
の
最
も
影
響
力
の
あ
る
詩
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
唐
の
宣
宗
皇
帝

は
、
白
居
易
の
没
し
た
後
に
、「
弔
白
居
易
詩
」
を
作
っ
た
。「
玉
を
綴
り
珠
を
聯
ね
て
六
十
年
、
誰
か
冥
路
を
し
て
詩
仙
を
作
ら
し
む
。
浮
雲
は
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系
か
ず
し
て
名
は
居
易
、
造
化
は
無
為
に
し
て
字
は
楽
天
。
童
子
は
解
く
長
恨
の
曲
を
吟
じ
、
胡
儿
は
能
く
琵
琶
篇
を
唱
ふ
。
文
章
已
に
行
人
の

耳
に
満
ち
、
一
度
卿
を
思
へ
ば
一
た
び
愴
然
す(6)
。」 

と
あ
る
。
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
、
白
居
易
は
優
れ
た
文
才
を
有
し
、
詩
の
神
仙
と
言
え
る
ほ

ど
偉
大
で
、
彼
の
詩
作
は
村
の
子
供
か
ら
朝
廷
の
貴
族
に
至
る
ま
で
広
く
詠
ま
れ
、
ま
さ
に
漢
詩
の
新
境
地
を
開
い
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。『
旧
唐
書
』
に
お
い
て
は
、「
文
に
就
き
て
行
を
観
れ
ば
、
居
易
は
優
と
為
り
、
心
を
自
得
の
場
に
放
に
し
、
器
を
必
安
の
地
に
置
き
、
優

遊
に
し
て
歳
を
卒
ふ
。
亦
た
賢
な
ら
ざ
る
や(7)
。」 

と
あ
る
。
ま
た
、『
新
唐
書
』
に
お
い
て
は
、「
元
稹
と
俱
に
名
有
り
、
最
も
詩
に
長
ず(8)
。」 

と
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
書
で
は
、
白
居
易
は
賢
く
、
優
れ
た
文
才
を
有
し
、
特
に
詩
に
長
け
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
白
居
易
は
自

分
の
詩
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

中
年
の
白
居
易
は
す
で
に
文
壇
で
活
躍
し
、
そ
の
詩
作
も
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
白
居
易
自
ら
は
自
分
の
詩
文
を
高
く
評
価
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

0808
「
酬
盧
秘
書
二
十
韻
」
に
お
い
て
、
最
初
の
一
句
目
と
二
句
目
の
「
謬
つ
て
文
場
の
選
を
歴
、
翰
院
の
才
に
非
ざ
る
を
慙
づ(9)
。」 

で
自

ら
翰
林
学
士
に
相
応
し
い
才
を
持
っ
て
い
な
い
と
説
い
て
い
る
。
本
詩
は
元
和
九
年
（
八
一
四
）、
白
居
易
が
服
喪
（
元
和
六
年
母
親
が
死
去
し

た
た
め
）
が
あ
け
、
下
邽
か
ら
都
に
戻
り
、
太
子
左
賛
大
夫
の
官
に
就
い
た
時
に
盧
秘
書
に
応
酬
し
た
詩
で
あ
る
。
実
は
そ
の
前
、
白
居
易
は
翰

林
学
士
（
八
〇
七
│
八
一
一
）
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。『
新
唐
書
』「
百
官
志
一
」
に
お
い
て
、「
玄
宗
初
、『
翰
林
待
詔
』
を
置

き
、
張
説
、
陸
堅
、
張
九
齢
等
を
以
て
之
を
為
し
、
四
方
の
表
疏
批
答
を
掌
ら
し
め
、
文
章
を
応
和
せ
し
む
。
既
に
し
て
又
た
中
書
務
劇
を
以

て
、
文
書
の
壅
滯
多
く
し
て
、
乃
ち
文
学
の
士
を
選
び
て
、
号
は
『
翰
林
供
奉
』、
集
賢
院
士
と
分
け
て
制
詔
書
敕
を
掌
ら
し
む
。
開
元
二
十
六

年
、
又
た
改
め
て
翰
林
供
奉
を
学
士
と
為
し
、
別
に
学
士
院
を
置
き
、
専
ら
内
命
を
掌
ら
し
む(10)
。」 

と
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
翰
林
学
士
に
は

か
な
り
高
い
文
学
素
養
が
必
要
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
前
述
の
如
く
、
そ
の
時
の
白
居
易
の
文
才
は
す
で
に
多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
、
翰
林
学
士

に
相
応
し
い
才
を
持
っ
て
い
る
が
、
彼
は
本
詩
で
敢
え
て
卑
下
し
て
翰
林
学
士
に
相
応
し
い
才
を
持
っ
て
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
続
い
て
三
句
目

と
四
句
目
の
「
雲
霄　

高
く
暫
く
致
す
も
、
毛
羽　

弱
く
し
て
先
づ
摧
け
ぬ
。」
に
お
い
て
そ
の
卑
下
す
る
理
由
を
説
い
て
い
る
。（
翰
林
学
士
と

な
り
、）
ま
る
で
高
い
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
一
時
的
に
立
身
出
世
で
き
た
が
、
結
局
非
力
で
ま
る
で
羽
毛
が
く
だ
け
折
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に

そ
の
職
を
辞
め
ざ
る
を
得
ず
地
方
に
帰
っ
た
。
つ
ま
り
、
白
居
易
は
四
年
間
翰
林
学
士
を
務
め
て
い
た
が
、
そ
れ
に
相
応
し
い
文
才
が
な
く
、
業
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績
も
大
し
た
こ
と
が
な
く
、
翰
林
学
士
の
職
に
見
合
っ
て
い
な
い
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
広
義
的
に
見
れ
ば
、
本
詩
の
「
翰

院
の
才
」
は
詩
文
の
才
の
み
な
ら
ず
、「
裨
補
時
闕
」
の
才
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
⑵
で
後
述
す
る
。

　
0277
「
題
潯
陽
楼
」
に
お
い
て
、「
常
に
愛
す
陶
彭
澤
、
文
思　

何
ぞ
高
玄
な
る
。
又
た
怪
し
む
韋
江
州
、
詩
情　

亦
た
清
閑
。（
中
略
）
我
に
二

人
の
才
無
し
、
孰
為
れ
ぞ
其
の
間
に
来
る
。
高
き
に
因
り
て
偶
々
句
を
成
し
、
俯
仰
し
て
江
山
に
愧
づ(11)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
自
分
の
文
才
を
貶

し
て
卑
下
し
た
典
型
的
な
詩
で
あ
り
、
江
州
に
左
遷
さ
れ
た
後
潯
陽
楼
の
壁
に
題
し
た
陶
淵
明
、
韋
応
物
を
慕
っ
た
詩
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
同

じ
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
陶
淵
明
の
高
玄
（
境
地
が
高
く
玄
妙
）、
韋
応
物
の
清
閑
（
雅
で
閑
適
）
を
褒
め
、
二
人
の
文
才
を
認
め
、
思
慕
の
念
を

寄
せ
た
が
、
自
分
に
は
二
人
の
よ
う
な
文
才
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
の
二
人
の
偉
大
な
面
影
を
残
し
た
場
所
に
や
っ
て
き
た
の
か
、
た
ま
た
ま
詩

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
が
下
手
く
そ
で
、
二
人
が
見
た
こ
の
風
景
に
は
相
応
し
く
な
く
、
恥
ず
か
し
く
思
う
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
表

し
て
い
る
。
潯
陽
出
身
の
陶
淵
明
（
三
六
五
│
四
二
七
）
は
白
居
易
に
と
っ
て
ま
さ
に
見
習
う
べ
き
詩
人
で
あ
り
、
白
居
易
が
陶
淵
明
を
慕
っ

て
い
た
こ
と
は
「
予　

夙
に
陶
淵
明
の
人
と
為
り
を
慕
ふ
」「
陶
を
姓
と
す
る
人
に
逢
ふ
毎
に
、
我
を
し
て
心
依
然
た
ら
し
む
。」（

0278
「
訪
陶
公

旧
宅
」）「
応
に
須
ら
く
陶
彭
澤
を
学
び
取
る
べ
し
」（

3457
「
足
疾
」）
な
ど
の
詩
句
と
一
連
の

0212
「
傚
陶
潜
体
詩
」
か
ら
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
韋

応
物
（
生
没
年
不
詳
）
は
白
居
易
と
同
じ
く
中
唐
時
期
の
詩
人
で
あ
り
、
白
居
易
は
「
与
元
九
書
」
に
お
い
て
、「
近
歳
の
韋
蘇
州
の
歌
行
の
如

き
は
、
才
麗
の
外
、
頗
る
興
諷
に
近
し
、
其
の
五
言
詩
は
、
又
た
高
雅
閑
澹
に
し
て
、
自
ら
一
家
の
体
を
成
す
。
今
の
筆
を
秉
る
者
、
誰
か
能

く
之
に
及
ば
ん(12)
。」 

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
白
居
易
に
と
っ
て
は
こ
の
二
人
は
詩
文
の
達
人
で
、
手
が
届
か
な
い
存
在
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
我
に
二
人
の
才
無
し
」
と
い
う
卑
下
の
表
現
を
し
た
の
は
、
白
居
易
が
二
人
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
た
め
な
の
で

あ
る
。『
文
心
雕
龍
』「
物
色
篇
」
に
お
い
て
、「
然
ら
ば
、
屈
平
の
能
く
風
騷
の
情
を
洞
監
す
る
所
以
の
者
は
、
抑
々
亦
た
江
山
の
助
け
あ
れ
ば

か(13)
。」 

と
あ
り
、
優
れ
た
詩
文
は
江
山
即
ち
自
然
風
景
の
助
け
を
得
た
も
の
で
あ
る
の
が
分
か
る(14)
。
白
居
易
は
、
偶
然
に
詩
が
出
来
上
が
っ
た
が
、

自
ら
の
文
才
は
低
い
と
思
っ
た
た
め
、
こ
こ
潯
陽
楼
の
辺
り
の
美
し
い
風
景
に
見
合
っ
て
い
な
い
と
感
じ
、「
江
山
に
愧
づ
」
と
い
う
よ
う
に
卑

下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
0256
「
自
吟
拙
什
、
因
有
所
懐
」
に
お
い
て
、「
詩
成
る
も
淡
と
し
て
味
無
し
、
多
く
衆
人
に
嗤
は
る
。
上
は
声
韻
を
落
と
す
を
怪
し
み
、
下
は
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言
詞
に
拙
き
を
嫌
ふ(15)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
白
居
易
が
服
喪
し
た
時
期
に
作
ら
れ
た
詩
で
、
自
分
の
文
才
を
貶
す
意
が
含
ま
れ
て
い
る
。
白
居
易

は
、
詩
が
出
来
上
が
る
た
び
に
、
自
身
の
詩
は
拙
く
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
て
濃
厚
な
味
わ
い
が
な
い
と
思
い
、
人
々
の
物
笑
い
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
上
の
人
か
ら
は
詩
の
韻
律
か
ら
外
れ
て
い
る
の
を
咎
め
ら
れ
、
下
の
人
か
ら
は
詩
の
表
現
の
拙
い
の
を
嫌
わ
れ
る
始
末
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。
老
年
の
白
居
易
も
同
じ
よ
う
に
自
分
の
詩
の
文
才
を
貶
し
て
い
た
。

3250
「
早
春
即
事
」
に
お
い
て
、
最
後
の
句
「
老
来　

詩
は
更
に
拙

な
り
、
吟
じ
罷
り
て
も
人
の
聴
く
少
し(16)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
開
成
元
年
（
八
三
六
）
の
作
、
当
時
の
白
居
易
は
六
十
四
歳
で
あ
る
。
本
詩
は
早

春
の
風
景
に
触
れ
て
作
っ
た
詩
で
あ
り
、
前
半
部
分
は
「
陽
光
」・「
雪
水
」・「
北
簷
の
梅
」・「
東
岸
の
柳
」
な
ど
の
早
春
の
生
気
が
溢
れ
る
さ
ま

を
描
き
出
し
て
い
る
が
、
詩
の
最
後
、
筆
致
が
一
転
し
、（
冬
が
過
ぎ
去
り
、
こ
の
若
々
し
い
早
春
に
ひ
き
か
え
、）
私
は
す
で
に
年
を
取
っ
て
し

ま
い
、
そ
れ
と
と
も
に
詩
を
作
る
の
も
い
っ
そ
う
拙
く
な
っ
た
と
い
う
詩
人
の
悲
し
い
気
分
を
表
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
白
詩
は
拙
い
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
、
果
た
し
て
実
際
に
人
々
に
批
判
さ
れ
嘲
笑
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
確
か
に
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
間
に
白
詩
を
批
判
す

る
声
が
僅
か
な
が
ら
存
在
し
て
い
た
。
李
商
隠
（
八
一
三
│
八
五
八
）
が
『
樊
南
文
集
』「
献
侍
郎
鉅
鹿
公
啓
」
に
は
、「
況
ん
や
詞
を
属
す
る
の

工
、
言
志
は
最
と
為
る
。
魯
毛
の
軌
を
兆
め
、
蘇
李
の
声
を
揚
ぐ
よ
り
、
代
に
遺
音
有
り
、
時
に
絶
響
無
し
。
古
今
制
を
異
に
す
る
と
雖
も
、

而
れ
ど
も
律
呂
帰
を
同
じ
う
す
。
我
が
朝
以
来
、
此
の
道
尤
も
盛
ん
な
り
。（
中
略
）
李
杜
を
推
す
も
則
ち
怨
刺
居
ら
か
に
多
く
、
沈
宋
に
効
ふ

も
則
ち
綺
靡
甚
だ
し
と
為
す(17)
。」 

と
あ
る
。「
綺
靡
」・「
効
沈
宋
」
は
い
ざ
知
ら
ず
、「
怨
刺
」・「
推
李
杜
」
の
者
は
誰
だ
ろ
う
か
、
謝
思
瓘
氏
が

そ
れ
は
白
居
易
、
元
稹
の
こ
と
を
指
し
、
具
体
的
に
「
与
元
九
書
」「
楽
府
古
題
序
」
な
ど
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
示
唆
し
て
い
る(18)
。
さ
ら

に
、
謝
氏
は
「
李
商
隠
は
李
杜
を
推
賞
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
元
白
を
代
表
と
す
る
『
怨
刺
』
に
偏
っ
た
気
風
に
賛
成
し
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、
李
商
隠
自
身
は
『
怨
刺
』『
綺
靡
』
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
李
商
隠
は
、
確
か
に
白
居
易
の
詩
に
お
け
る
『
怨
刺
』

に
不
満
を
も
っ
て
い
る
が
、
激
し
く
批
判
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
最
も
激
し
い
言
葉
で
白
詩
を
責
め
た
の
は

李
商
隠
と
「
小
李
杜
」
と
並
称
さ
れ
る
杜
牧
だ
ろ
う
。
杜
牧
の
『
樊
川
文
集
』「
隴
西
李
府
君
墓
志
銘
」
に
は
、「
嘗
て
痛
む
元
和
よ
り
以
来
、

元
、
白
詩
な
る
者
有
り
、
繊
艶
は
逞
し
く
せ
ず
、
荘
士
雅
人
に
非
ず
、
多
く
其
の
破
壊
す
る
所
と
為
り
、
民
間
に
流
れ
、
屛
壁
に
疏
く
、
子
父
女

母
、
口
を
交
わ
へ
て
教
授
す
。
淫
言
媟
語
、
冬
は
寒
く
夏
は
熱
く
、
肌
に
入
り
骨
に
入
り
、
除
去
す
べ
か
ら
ず(19)
。（
後
略
）」 

と
あ
り
、
露
骨
に
白
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詩
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
文
が
作
ら
れ
た
時
期
は
開
成
二
年
（
八
三
七
）、
白
居
易
の
晩
年
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
詩
へ
の
批

判
は
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
し
か
し
白
居
易
は
い
つ
も
、
そ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
反
発

す
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
卑
下
し
、
自
分
の
詩
作
を
か
ら
か
っ
て
文
才
が
な
い
と
言
う
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
白
居
易
の
人
と
争
わ
ず
、
淡
泊

な
白
居
易
自
身
の
心
境
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
白
居
易
自
身
が
確
実
に
あ
る
程
度
は
自
分
の
作
っ
た
詩
を
思
わ
し
く

な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。

3530
「
首
夏
、
南
池
独
酌
」
に
お
い
て
、「
境
勝
り
て
才
思
劣
り
、
詩
成
る
も
心
に
称
は
ず
。」 

と

あ
る
。
本
詩
も
白
居
易
晩
年
の
作
で
、
南
池
で
独
り
酒
を
酌
み
、
初
夏
の
風
物
を
愛
で
な
が
ら
、
自
分
の
詩
作
に
は
才
思
が
な
く
、
そ
の
風
物
の

素
晴
ら
し
さ
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
詩
で
、「
不
称
心
」
の
三
文
字
を
通
し
て
白
居
易
の
自
分
の
詩
作
が
思
わ
し
く
な
い
と
感
じ
て
い
る

様
子
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の

0277
「
題
潯
陽
楼
」
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
詩
想
が
見
て
取
れ
る
。
ど
う
や
ら
白
居
易
は
詩
が
出
来
上
が

っ
て
も
気
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
ま
し
て
そ
の
上
他
人
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
卑
下
す
る
気
持
ち

が
生
じ
る
の
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
批
判
の
声
に
も
関
わ
ら
ず
、
総
じ
て
言
え
ば
、
白
詩
は
白
居
易
が

生
き
た
時
代
に
は
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
、「
上
は
声
韻
を
落
と
す
を
怪
し
み
、
下
は
言
詞
に
拙
き
を
嫌
ふ
。」
の
よ
う
な
自
己
評
価
は
あ
ま
り
に

も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　
「
裨
補
時
闕
」
に
よ
る
卑
下

　
「
裨
補
時
闕
」
と
い
う
言
葉
は
「
与
元
九
書
」
に
用
い
ら
れ
る
。「
登
朝
よ
り
来
、
年
歯
漸
く
長
じ
、
事
を
閲
す
る
こ
と
漸
く
多
し
、
人
と
言
る

毎
に
、
多
く
時
務
を
詢
り
、
史
書
を
読
む
毎
に
、
多
く
理
道
を
求
め
ん
と
し
、
始
め
て
知
る
文
章
は
合
に
時
の
為
に
著
す
べ
く
、
歌
詩
は
事
の
為

に
作
る
べ
き
を
。
是
の
時
、
皇
帝
初
め
て
位
に
即
き
、
宰
府
に
正
人
有
り
て
、
屢
々
璽
書
を
降
し
て
、
人
の
急
病
を
訪
ぬ
。
仆
は
此
の
時
に
当
た

り
て
、
擢
ん
で
ら
れ
て
翰
林
に
在
り
、
身
は
是
れ
諌
官
た
り
て
、
手
づ
か
ら
諌
紙
を
請
ふ
、
啓
奏
の
外
に
、
以
て
人
の
病
を
救
済
し
、
時
の
闕

く
る
を
裨
補
す
る
べ
き
も
指
言
す
る
に
難
し
き
者
有
ら
ば
、
輒
ち
之
を
詠
歌
す(21)
。」 
と
あ
る
。「
裨
補
時
闕
」
と
は
、
白
居
易
が
自
ら
言
っ
た
よ
う

に
、
官
界
の
腐
敗
や
社
会
問
題
、
暗
闇
を
暴
く
こ
と
、
そ
し
て
一
般
庶
民
の
声
を
天
子
に
聞
か
せ
る
こ
と
で
、
広
く
天
下
を
救
う
こ
と
に
努
め
る
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べ
き
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
裨
補
時
闕
」
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
諷
諭
詩
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
そ
う
い
う
「
裨
補

時
闕
」
に
よ
る
卑
下
は
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
段
階
に
つ
い
て
分
析
す
る
前
に
、
ま
ず
白
居
易
の
官
職
を
示
す
。
白

居
易
は
生
涯
を
通
じ
て
多
く
の
官
職
を
務
め
て
い
た(22)
。

　
○　

貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
│
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
…
… 

校
書
郎

○　

元
和
元
年
（
八
〇
六
）
│
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
…
… 

盩
庢
県
尉

○　

元
和
二
年
（
八
〇
七
）
│
元
和
六
年
（
八
一
一
）
…
… 

翰
林
学
士

○　

元
和
三
年
（
八
〇
八
）
│
元
和
六
年
（
八
一
一
）
…
… 

左
拾
遺
（
兼
翰
林
学
士
）

○　

元
和
九
年
（
八
一
四
）
│
元
和
十
年
（
八
一
五
）
…
… 

太
子
左
賛
善
大
夫

○　

元
和
十
年
（
八
一
五
）
│
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
…
… 

江
州
司
馬

○　

元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
│
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
…
… 

忠
州
刺
史

○　

元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
│
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
…
… 

尚
書
郎
中
、
知
制
誥
、
中
書
舎
人

○　

長
慶
二
年
（
八
二
二
）
│
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
…
… 
杭
州
刺
史

○　

長
慶
四
年
（
八
二
四
）
│
宝
歴
元
年
（
八
二
五
）
…
… 
太
子
左
庶
子

○　

宝
歴
元
年
（
八
二
五
）
│
宝
歴
三
年
（
八
二
七
）
…
… 

蘇
州
刺
史

○　

宝
歴
三
年
（
八
二
七
）
│
大
和
三
年
（
八
二
九
）
…
… 

秘
書
監
、
刑
部
侍
郎

○　

大
和
三
年
（
八
二
九
）
│
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
…
… 

太
子
賓
客
、
河
南
尹
、
太
子
少
傅
、
刑
部
尚
書
な
ど

　

厳
格
に
言
え
ば
、
白
居
易
の
「
裨
補
時
闕
」
の
生
涯
は
、
左
拾
遺
か
ら
始
ま
っ
た
だ
ろ
う
。

0014
「
初
授
拾
遺
詩
」
に
は
、「
杜
甫
、
陳
子
昂
、

才
名
は
天
地
に
聒
し
。
当
時
遇
は
ざ
る
に
非
ず
、
尚
ほ
無
斯
の
位
に
過
ぐ
る
無
し
。
況
ん
や
予
は
蹇
薄
な
る
者
、
寵
至
る
こ
と
自
ら
意
は
ず
。
白
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日
の
光
に
近
き
を
驚
き
、
青
雲
器
に
非
ざ
る
を
慙
づ(21)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
に
白
居
易
が
初
め
て
左
拾
遺
に
任
ぜ
ら
れ
た

一
か
月
後
、
名
君
の
下
、
自
ら
の
愚
鈍
を
恥
じ
て
、
そ
の
思
い
を
述
べ
た
詩
で
、
当
時
の
白
居
易
は
三
十
六
歳
で
あ
る
。
杜
甫
と
陳
子
昂
は
優
れ

た
大
詩
人
と
し
て
、
ま
さ
に
白
居
易
が
説
い
た
「
楽
府
の
精
神
」
を
立
ち
返
ら
せ
る
こ
と
に
努
め
た
偉
大
な
先
人
で
あ
る
。
白
居
易
は
杜
、
陳
と

同
じ
精
神
と
主
張
を
持
っ
て
い
た
が
、
才
が
二
人
に
は
及
ば
な
い
が
自
分
の
官
位
が
彼
ら
よ
り
高
い
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
「
裨
補
時
闕
」
の
役
割
を
果
た
す
左
拾
遺
の
仕
事
を
う
ま
く
こ
な
せ
る
か
不
安
に
思
っ
た
白
居
易
は
、
と
に
か
く
自
分
を
「
非
青
雲
器
」
に
し

て
、
低
い
位
置
に
引
き
下
げ
て
遜
れ
ば
無
難
だ
ろ
う
と
考
え
、
心
の
中
の
恥
ず
か
し
さ
と
不
安
を
詠
ん
だ
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
、
白
居
易

は
0001
「
賀
雨
詩
」
を
書
い
た
。
当
時
、
長
江
、
淮
水
流
域
は
大
旱
魃
に
襲
わ
れ
、
地
元
の
一
般
庶
民
は
そ
の
災
難
に
苦
し
ん
で
い
た
、
白
居
易
は

被
災
地
の
住
民
を
救
済
し
、
朝
廷
の
浪
費
を
減
ら
す
た
め
に
、
天
子
に
対
し
て
「
税
収
を
減
ら
し
、
後
宮
の
内
人
を
選
び
放
た
ん
こ
と
を
請
う
。」

と
い
う
二
条
の
奏
請
文
（

1954
、

1955
）
を
奉
呈
し
、
同
時
に
こ
の
「
賀
雨
詩
」
を
書
い
た
。
詩
の
後
半
に
お
い
て
「
小
臣　

誠
に
愚
陋
な
る
も
、
職

金
鑾
宮
を
忝
く
す
れ
ば
、
稽
首
し
て
再
三
拜
し
、
一
言
天
聡
に
献
ず(24)
。」 

と
あ
る
。「
小
臣
白
居
易
は
誠
に
愚
鈍
な
身
で
は
あ
る
が
、（
天
子
の
寵

愛
で
）
翰
林
学
士
の
末
席
を
汚
し
て
い
る
。
し
か
し
（
国
と
一
般
庶
民
の
た
め
に
）
頭
を
地
に
す
り
つ
け
て
稽
首
再
拝
し
、
一
言
を
賢
明
な
天
子

さ
ま
の
お
耳
に
奉
呈
さ
せ
て
頂
こ
う
。」
と
い
う
訳
で
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
の
「
小
臣
誠
愚
鈍
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
子
に
対
し
て
言
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
臣
下
が
天
子
に
対
し
て
自
分
を
低
い
位
置
に
遜
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

0033
「
寄
唐
生
詩
」
に
お
い
て
、「
惟
だ
生

民
の
病
し
み
を
歌
ひ
て
、
天
子
の
知
を
得
ん
こ
と
を
願
ふ
の
み(25)
。」 

と
あ
る
が
、
天
子
に
言
い
た
い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
る
の
は
、
決
し
て
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
。
臣
下
と
し
て
自
分
の
官
位
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
話
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
。「
裨
補
時
闕
」

の
責
務
を
負
っ
て
い
た
白
居
易
は
、
卑
下
す
る
こ
と
で
天
子
へ
の
尊
敬
の
思
い
と
自
分
の
真
心
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
、
左
拾
遺
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、「
裨
補
時
闕
」
の
駆
け
出
し
の
新
人
で
あ
っ
た
白
居
易
は
、
ひ
と
ま
ず
遜
り
、
卑
下
し
さ
え
す
れ
ば
安
全

で
、
成
功
率
が
高
い
だ
ろ
う
と
考
え
、「
小
臣
誠
愚
鈍
」
の
よ
う
な
こ
と
を
詠
じ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
裨
補
時
闕
」
の
た
め
の
卑
下
の
芽
生

え
、
つ
ま
り
第
一
段
階
で
あ
る
。

　

続
い
て
は
第
二
段
階
で
あ
る
。
新
楽
府
の

0006
「
観
刈
麦
詩
」
に
お
い
て
、「
家
田
税
を
輸
し
て
尽
き
た
れ
ば
、
此
を
拾
ひ
て
飢
腸
に
充
つ
と
。
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今
我
何
の
功
徳
あ
り
て
か
、
曾
て
農
桑
を
事
と
せ
ず
。
吏
禄
三
百
石
、
歳
晏
れ
て
余
粮
有
り
。
此
を
念
ひ
て
私
か
に
自
ら
愧
ぢ
、
尽
日　

忘
る

る
能
は
ず(25)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
白
居
易
が
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
に
盩
庢
県
の
尉
を
務
め
た
時
に
作
っ
た
詩
で
、
農
民
の
苦
労
を
描
き
、
耕
さ

ず
し
て
高
い
給
料
を
得
る
自
分
を
厳
し
く
反
省
し
て
い
る
。「
此
を
念
ひ
て
私
か
に
自
ら
愧
づ
」
に
お
け
る
「
愧
」
と
は
、
白
居
易
が
地
方
の
役

人
と
し
て
素
晴
ら
し
い
「
施
政
」
が
で
き
ず
、「
裨
補
時
闕
」
と
言
う
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
気
持
ち
が
表
れ
た
も
の

で
、
白
居
易
の
罪
悪
感
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、

0046
「
村
居
苦
寒
詩
」
に
お
い
て
、「
乃
ち
知
る
大
寒
の
歳
、
農
者
尤
も
苦
辛
す
る
を
。
我
を
顧

み
れ
ば
此
の
日
に
当
た
り
、
草
堂
深
く
門
を
掩
ふ
。
褐
裘
に
絁
被
を
覆
ひ
、
坐
臥
に
余
温
有
り
。
幸
ひ
に
飢
凍
の
苦
を
免
れ
、
又
壠
畝
の
勤
め
無

し
。
彼
を
思
へ
ば
深
く
愧
づ
べ
し
、
自
ら
問
ふ
是
れ
何
人
ぞ
と(27)
。」 

と
あ
り
、
元
和
八
年
（
八
一
三
）
の
服
喪
し
て
い
た
時
に
書
い
た
も
の
で
、

大
凶
作
に
遭
っ
て
苦
し
む
農
民
た
ち
に
同
情
を
寄
せ
、
そ
の
一
方
で
働
か
ず
し
て
飢
餓
と
寒
さ
を
免
れ
る
自
分
を
反
省
す
る
詩
で
あ
る
。
本
詩
は

「
観
刈
麦
詩
」
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
と
詩
想
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
一
生
懸
命
働
い
た
割
に
は
衣
食
住
す
ら
満
足
に
な
ら
な

い
農
民
を
、
力
仕
事
を
し
な
く
て
も
悠
々
自
適
な
生
活
を
送
る
自
分
と
比
べ
、
対
照
的
に
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
が
生
じ
、
自
ら
を
恥
じ
、
自
ら
を

責
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
二
首
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
代
表
的
な
新
楽
府
の
詩
と
し
て
、
白
居
易
が
説
い
た
「
裨
補
時
闕
」
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
白
居
易
は
、
こ
の
よ
う
な
新
楽
府
の
詩
を
書
き
な
が
ら
も
、
自
分
が
見
聞
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
不

足
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
気
が
付
い
た
。
例
え
ば
生
活
に
困
っ
て
い
る
一
般
庶
民
に
対
し
て
自
分
は
楽
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
や
、
官
位
が
高

い
割
に
は
施
政
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
対
す
る
罪
悪
感
に
苛
ま
れ
た
白
居
易
は
、
自
分
に
対
す
る
卑
下
の
気
持
ち
を
詩
に
託
し
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
居
易
が
左
拾
遺
で
あ
っ
た
時
に
一
生
懸
命
努
め
た
「
裨
補
時
闕
」
は
果
た
し
て
実
際
に
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
与
元

九
書
」
に
は
「
始
め
て
名
を
文
章
に
得
れ
ば
、
終
に
罪
を
文
章
に
得
る
も
、
亦
た
其
れ
宜
な
り(28)
。」 

と
あ
る
。
白
居
易
の
「
裨
補
時
闕
」
は
当
初

は
影
響
力
を
持
ち
、
彼
の
名
も
世
に
広
く
伝
わ
っ
た
が
、
結
局
、
そ
れ
が
原
因
で
人
生
に
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
打
ち
の
め
さ
れ
た
白
居
易
は
、

い
よ
い
よ
卑
下
の
第
三
段
階
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

先
の
⑴
で
扱
っ
た

0808
「
酬
盧
秘
書
」
に
つ
い
て
改
め
て
論
じ
る
。「
翰
院
の
才
に
非
ざ
る
を
慙
づ
」
と
い
う
卑
下
の
表
現
は
翰
林
院
に
相
応
し
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い
文
才
が
な
い
こ
と
に
よ
る
が
、「
裨
補
時
闕
」
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
新
唐
書
』「
百
官
志
一
」
の
記
述
か
ら
、

詔
、
勅
な
ど
を
起
草
す
る
の
も
翰
林
学
士
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
ま
た
、
中
唐
、
晩
唐
の
翰
林
学
士
は
、
宰
相
と
同
じ
よ
う
に
政

治
に
参
与
し
、
天
子
の
顧
問
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る(29)
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
皇
帝
に
意
見
な
ど
を
申
し
立
て
る
の
も
「
裨
補
時
闕
」
の
一

部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
居
易
は
四
年
間
翰
林
学
士
を
務
め
て
い
た
が
、
自
身
の
業
績
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
分
に
は
「
裨
補

時
闕
」
の
才
が
な
く
、
国
を
助
け
、
民
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
上
心
が
や
ま
し
い
自
分
は
翰
林
学
士
に
相
応
し
く
な
い
と
思
い
、「
翰
院

の
才
に
非
ざ
る
を
慙
づ
」
と
い
う
卑
下
の
嘆
き
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
白
居
易
と
同
時
期
に
翰
林
学
士
の
職
を
務
め
た
元
稹
、
崔
群
、

李
絳
ら
に
、
白
居
易
が
及
ば
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
第
二
段
階
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
一
方
で
、「
翰
院

の
才
に
非
ざ
る
を
慙
づ
」
に
は
、
現
実
逃
避
し
て
い
る
白
居
易
の
姿
が
表
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
時
白
居
易
は
服
喪
が
あ
け
、
朝
廷
に

戻
っ
て
太
子
左
賛
大
夫
の
官
を
務
め
て
い
た
。
つ
ま
り
白
居
易
は
太
子
の
先
生
と
し
て
教
育
職
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
「
裨
補
時
闕
」

の
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
裨
補
時
闕
」
の
機
会
を
剝
奪
さ
れ
た
た
め
、
今
後
た
と
え
諷
諭
詩
を
作
っ
て
も
天
子
に
伝
え
ら

れ
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
と
思
っ
た
白
居
易
は
、
し
ば
ら
く
「
裨
補
時
闕
」
を
止
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
白
居
易
の
当
初
の
理
想
、
即

ち
広
く
天
下
を
救
済
す
る
と
い
う
目
標
を
諦
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
白
居
易
は
『
孟
子
』
の
「
窮
す
れ

ば
則
ち
独
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
済
ふ
と(30)
。」 

を
主
張
し
て
い
る
が
、
太
子
左
賛
大
夫
の
官
は
「
窮
」
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。
白
居
易
は
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、「
天
下
を
救
済
す
る
の
を
止
め
て
は
い
け
な
い
の
は
分
か
る
が
、
自
身
に
翰
院

の
才
が
な
く
、
左
拾
遺
の
職
に
見
合
っ
て
い
な
い
上
、
天
下
を
救
済
す
る
権
力
ま
で
も
が
奪
わ
れ
て
不
遇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
み
な
さ
ん
ご
理
解
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
思
い
を
詩
に
仄
め
か
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
気
持
ち
に
基
づ
い
て
自

ら
を
卑
下
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
よ
う
な
気
持
ち
は
江
州
へ
の
左
遷
の
後
に
作
ら
れ
た
詩
の
中
か
ら
よ
り
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
人
生
最
大
の
衝
撃

は
、
や
は
り
江
州
へ
の
左
遷
で
あ
ろ
う
。
元
和
十
年
六
月
に
宰
相
の
武
元
衡
が
暗
殺
さ
れ
た
件
で
進
言
し
た
た
め
に
江
州
に
左
遷
さ
れ
た(31)
。
打
ち

の
め
さ
れ
た
白
居
易
は
世
直
し
を
す
る
情
熱
を
失
い
、
心
の
中
の
激
し
い
思
い
は
次
第
に
消
え
て
い
き
、
閑
適
詩
、
感
傷
詩
な
ど
を
作
る
よ
う
に
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な
っ
た
。
閑
適
、
感
傷
は
ほ
ぼ
「
裨
補
時
闕
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
が
、
卑
下
の
表
現
は
た
く
さ
ん
見
て
取
れ
る
。
彭
小
廬
氏
は
、
白
居

易
の
詩
歌
の
う
ち
、
三
十
五
首
の
詩
に
「
慙
」・「
愧
」
の
字
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
内
訳
は
諷
諭
詩
六
首
、 

閑
適
詩
十
四
首
、
感
傷
詩
六
首
、
雑
律

詩
九
首
で
あ
る
と
指
摘
す
る(32)
。
前
述
の
如
く
、
白
居
易
は
「
裨
補
時
闕
」
の
諷
諭
詩
を
書
き
な
が
ら
、
自
分
の
不
足
を
痛
感
し
、
罪
悪
感
に
苛
ま

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
白
居
易
は
な
ぜ
そ
う
い
っ
た
思
い
や
罪
悪
感
を
、
閑
適
詩
と
感
傷
詩
に
表
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
、
前

に
述
べ
た
よ
う
に
、「
裨
補
時
闕
」
と
い
う
理
想
、
そ
し
て
そ
れ
を
達
成
で
き
な
い
現
実
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

0292
「
春
遊
西
林
寺
」
に
は
、「
是
の
年
淮
寇
起
こ
り
、
処
々
兵
革
を
興
す
。
智
士
は
思
謀
を
労
し
、
戎
臣
は
懲
役
に
苦
し
む
。
独
り
不
才
の

者
有
り
、
山
中　

泉
石
を
弄
す(33)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
白
居
易
が
左
遷
さ
れ
た
後
の
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
東
林
寺
と

西
林
寺
に
遊
ん
だ
こ
と
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
詩
の
前
半
は
寺
の
風
景
の
描
写
で
あ
る
が
、
後
半
の
内
容
は
政
治
に
関
わ
る
。
当
時
、
淮
西
で
反

乱
が
起
こ
り
、
智
略
の
士
は
謀
を
練
る
の
に
疲
れ
、
武
将
は
鎮
圧
す
る
の
に
努
め
て
い
た
の
に
対
し
、
白
居
易
は
江
州
司
馬
の
職
を
務
め
、
閑
散

と
し
て
何
も
出
来
な
い
。
不
遇
、
不
才
の
せ
い
で
山
中
で
の
ん
び
り
と
泉
石
と
遊
ぶ
し
か
な
い
と
い
う
現
実
、
そ
し
て
白
居
易
の
悲
し
み
や
卑
下

の
気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
白
居
易
の
悲
し
み
が
大
い
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、「
こ
こ
ま
で
堕
ち
た
の
は
朝
廷
の
せ
い
で
自
分
の
本
意

で
は
な
い
。
も
と
も
と
不
才
の
私
は
こ
ん
な
不
安
定
な
社
会
に
対
し
て
何
が
で
き
よ
う
か
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
現
実
か
ら
逃
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
元
和
十
一
年
の
作
で
あ
る

0284
「
読
謝
霊
運
詩
」
に
は
、「
豈
に
唯
だ
景
物
を
玩
ぶ
の
み
な
ら
ん
や
、
亦
た
心

素
を
攄
へ
ん
と
欲
す
。
往
々
に
し
て
即
事
の
中
、
未
だ
興
諭
を
忘
る
る
能
は
ず(34)
。」 

と
あ
る
。
白
居
易
は
、「
私
は
謝
霊
運
と
同
じ
よ
う
に
、
ひ
た

す
ら
山
水
と
戯
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
か
の
胸
中
に
あ
る
何
ら
か
の
思
い
を
詩
に
託
し
た
い
。『
詩
経
』
の
比
興
、
諷
諭
の
精
神
を
全
く
忘
れ
て

い
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
強
調
は
か
え
っ
て
、
白
居
易
が
左
拾
遺
の
官
を
退
任
し
た
後
、
あ
ま
り
「
裨
補
時
闕
」
の
精
神
を
求

め
て
お
ら
ず
、
専
ら
閑
適
を
吟
じ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
証
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
確
か
に
白
居
易
の
言
っ
た
通
り
、
閑

適
、
感
傷
、
雑
律
は
ひ
た
す
ら
風
景
を
描
い
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
裨
補
時
闕
」
の
も

の
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
の
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
白
居
易
の
閑
適
詩
、
感
傷
詩
は
他
の
も
の
に
劣
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
ら
の
詩
に
出
て
く
る
卑
下
の
表
現
は
、
白
居
易
の
「
兼
済
の
志
」
か
ら
「
独
善
の
計
」
へ
の
変
化
を
説
明
す
る
役
割
を
果
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た
し
て
い
る
と
同
時
に
、「
裨
補
時
闕
」
の
理
想
や
現
実
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
白
居
易
の
姿
も
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
同
じ
「
裨
補
時
闕
」
に
関
わ
る
卑
下
の
表
現
と
は
い
え
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
は
細
か
な
違
い
が
あ
る

の
が
分
か
る
。「
裨
補
時
闕
」
に
関
わ
る
卑
下
の
表
現
は
白
詩
に
見
ら
れ
る
卑
下
の
表
現
全
体
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重
要

性
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
　⑶  

年
齢
に
よ
る
卑
下

　

白
居
易
は
、
多
く
の
詩
の
中
で
自
分
の
年
齢
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
卑
下
も
少
な
く
な
い
。
白
居
易
は
四
十
歳
に
な
っ
て
す
で
に

年
を
取
っ
た
と
思
い
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

0466
「
以
鏡
贈
別
」
に
は
、「
我
慙
づ　

貌
の
醜
老
な
る
を
、
鬢
を
繞
る
斑
々
た
る
雪(35)
。」 

と
あ
る
。
本

詩
は
元
和
九
年
（
八
一
四
）、
下
邽
で
の
作
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
あ
る
若
者
と
別
れ
た
時
に
鏡
を
贈
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
当
時
の

白
居
易
は
お
よ
そ
四
十
三
歳
で
、
ま
だ
中
年
で
「
老
」
と
は
言
え
な
い
が
、「
私
は
う
ら
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
醜
く
年
老
い
た
容
貌
と
な
り
、
鬢

の
毛
全
体
を
雪
の
よ
う
な
も
の
が
ま
だ
ら
に
取
り
巻
い
て
い
る
。」
と
自
身
の
老
い
た
容
貌
を
貶
し
て
卑
下
し
て
い
る
。「
老
」
に
関
す
る
嘆
き
の

み
な
ら
ず
、
母
の
死
で
官
を
退
任
し
て
朝
廷
を
去
り
、
服
喪
し
た
時
の
虚
し
さ
と
悲
し
み
も
本
詩
か
ら
十
分
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、

0270
「
贈
杓
直
」

に
は
、「
世
路　

祿
位
を
重
ん
ず
、
栖
々
た
る
者
は
孔
宣
。
人
情　

年
寿
を
愛
す
、
夭
死
す
る
者
は
顔
淵
。（
中
略
）
我
今
信
に
幸
ひ
多
し
、
己
を

撫
し
て
前
賢
を
愧
づ
。
已
に
年
四
十
四
、
又
五
品
の
官
と
為
る
。
況
ん
や
茲
の
止
足
の
外
、
別
に
安
ん
ず
る
所
有
り(36)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
元
和

十
年
（
八
一
五
）、
太
子
左
賛
善
大
夫
を
務
め
た
時
の
作
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
政
治
的
に
不
遇
だ
っ
た
孔
子
と
若
く
し
て
死
ん
だ
顔
回
の
二
人

と
自
身
を
比
較
し
、
才
と
偉
大
さ
は
二
人
に
は
及
ば
な
い
上
、
四
十
四
歳
ま
で
長
生
き
し
て
且
つ
五
品
の
官
を
務
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
業
績
が
な

く
、
知
足
安
分
の
生
活
ば
か
り
送
っ
て
お
り
、
い
い
加
減
に
生
き
て
き
て
恥
ず
か
し
い
と
い
う
思
い
を
表
現
し
た
。
さ
ら
に
、
老
年
に
な
っ
た
後

に
作
っ
た
詩
の
中
で
、「
老
」
を
詠
じ
る
表
現
は
尚
更
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
卑
下
の
表
現
も
多
い
。

3006
「
飽
食
閑
坐
」
に
は
、「
才
を
懐

き
志
を
抱
く
者
、
走
り
て
惶
々
た
ら
ざ
る
は
無
し
。
唯
だ
此
の
不
才
の
叟
の
み
、
頑
慵
に
し
て
洛
陽
を
恋
ふ(37)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
大
和
八
年
（
八

三
四
）
に
作
ら
れ
た
洛
陽
閑
居
の
生
活
を
詠
じ
た
詩
で
あ
り
、
当
時
の
白
居
易
は
六
十
三
歳
で
あ
る
。
志
を
抱
く
才
能
の
あ
る
人
々
は
積
極
的
に
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政
治
に
携
わ
っ
て
国
に
貢
献
す
る
の
に
対
し
、
年
を
取
っ
て
老
い
ぼ
れ
た
自
分
は
専
ら
洛
陽
の
生
活
を
享
受
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は

ま
た
⑵
の
「
裨
補
時
闕
」
に
よ
る
卑
下
の
第
三
段
階
に
も
関
わ
る
が
、「
不
才
叟
」
と
い
う
卑
下
の
語
か
ら
、
白
居
易
が
不
才
と
い
う
よ
り
は
、

年
を
取
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
一
方
、
そ
う
い
う
「
老
」
を
詠
じ
た
詩
の
中
で
彼
の
悠
々
自
適
な
態
度
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
白
居
易
は
専
ら
老
い
を
悲
し
む
の
で
は
な
く
、
老
い
を
楽
し
む
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
王
定
璋
氏
は
老
年
時
期
の
白
居
易
は
老

荘
、
仏
教
に
信
心
深
く
、
無
為
、
自
然
、
淡
泊
な
心
境
を
追
い
求
め
、
自
分
の
老
い
に
対
し
て
常
に
余
裕
の
あ
る
態
度
を
保
っ
て
お
り
、「
雖
老

不
悲
」
の
境
地
に
達
し
て
い
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

2242
「
耳
順
吟
、
寄
敦
詩
·
夢
得
」
の
詩
に
は
、「
五
十
六
十
却
て
悪
か
ら
ず
、
恬
淡
清
浄　

心
安
然
た
り(38)
。」 

と
あ
り
、
確
か
に
彼
の
「
老
」
に
対
す
る
淡
泊
で
安
逸
な
心
境
が
見
て
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
卑
下
の
表
現
は
単

に
年
を
取
っ
た
悲
し
み
に
基
づ
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
年
を
取
っ
た
か
ら
こ
そ
の
自
然
で
淡
泊
な
心
境
に
も
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、

2527
「
初
授
秘
監
並
賜
金
紫
。
閑
吟
小
酌
、
偶
写
所
懐
」
に
は
、
自
分
の
詩
の
良
さ
を
認
め
る
意
が
見
て
取
れ
る
。「
酒
は
眼
前
の
興

を
引
き
、
詩
は
身
後
の
名
を
留
む(39)
。」 

と
あ
る
。
本
詩
は
秘
書
監
（
従
三
品
）
に
任
命
さ
れ
金
印
紫
授
を
賜
っ
た
時
の
作
で
あ
り
、
当
時
の
白
居

易
は
五
十
六
歳
で
あ
る
。
白
居
易
は
昇
進
の
喜
び
に
よ
っ
て
、
自
ら
自
分
の
詩
を
認
め
、
自
分
の
名
を
詩
の
お
か
げ
で
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、『
白
氏
文
集
』
に
お
い
て
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
白
居
易
が
自
分
の
詩
の
ど
の
よ
う
な
点
を

評
価
し
た
の
か
に
つ
い
て
本
詩
で
言
及
し
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
自
分
の
詩
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

四
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
白
詩
に
お
け
る
卑
下
の
表
現
を
扱
っ
た
。
そ
れ
ら
の
卑
下
の
表
現
を
「
文
才
に
よ
る
卑

下
」・「『
裨
補
時
闕
』
に
よ
る
卑
下
」・「
年
齢
に
よ
る
卑
下
」
と
い
う
三
種
類
に
分
け
、
特
徴
や
詩
想
な
ど
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
明

確
に
し
た
。
加
え
て
白
居
易
が
そ
の
よ
う
に
卑
下
し
た
原
因
を
突
き
止
め
た
。「
文
才
に
よ
る
卑
下
」
に
関
し
て
、
白
居
易
は
自
身
に
文
才
が
無



─ 86─ （159）

い
と
思
っ
て
お
り
、
自
身
の
詩
に
対
す
る
評
価
は
低
く
、
加
え
て
そ
の
時
期
に
白
詩
を
批
判
す
る
声
が
僅
か
な
が
ら
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
詩
の
中
で
卑
下
の
気
持
ち
を
表
し
た
の
で
あ
る
。「『
裨
補
時
闕
』
に
よ
る
卑
下
」
に
関
し
て
は
、
白
居
易
は
政
治
家
と
し
て
、
特
に
最
初
は

翰
林
学
士
、
左
拾
遺
の
官
を
務
め
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
官
職
に
相
応
し
い
施
政
が
で
き
て
お
ら
ず
、
一
般
庶
民
を
救
済
で
き
な
い
こ
と
に
対
し

て
罪
悪
感
を
感
じ
、
そ
の
気
持
ち
を
詩
に
託
し
た
の
で
あ
る
。「
年
齢
に
よ
る
卑
下
」
に
関
し
て
は
、
白
居
易
は
自
分
の
年
齢
の
変
化
に
敏
感
で

あ
り
、
常
に
詩
の
中
で
自
分
の
年
齢
に
言
及
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
老
い
に
関
す
る
描
写
が
多
く
、
白
居
易
の
老
い
に
対
す
る
心
境
が
見
て
取
れ

る
。
そ
れ
に
起
因
し
て
白
居
易
は
卑
下
の
気
持
ち
を
詩
に
表
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
重
要
度
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「『
裨
補
時

闕
』
に
よ
る
卑
下
」
で
あ
り
、「
裨
補
時
闕
」
に
関
わ
る
卑
下
の
表
現
の
変
化
に
は
三
つ
の
段
階
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
。

第
一
段
階
に
お
い
て
、
翰
林
学
士
、
左
拾
遺
を
務
め
始
め
た
ば
か
り
の
白
居
易
は
、
天
子
に
詔
を
起
草
し
て
意
見
を
申
し
上
げ
、
政
治
と
社
会
の

闇
を
暴
き
、
一
般
庶
民
の
声
を
天
子
に
聞
か
せ
る
役
割
を
果
た
せ
る
だ
け
の
才
が
自
分
に
あ
る
の
か
不
安
に
感
じ
て
い
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
遜

る
こ
と
で
そ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
、
そ
の
気
持
ち
が
詩
に
反
映
さ
れ
た
。
第
二
段
階
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
す
ぐ
れ
た
施
政
が
で
き

て
お
ら
ず
、
苦
し
い
生
活
を
送
る
一
般
庶
民
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
た
白
居
易
は
、
天
下
を
救
済
す
る
使
命
を
果
た
せ
な
い
こ
と
へ
の
罪
悪

感
に
よ
っ
て
自
身
を
卑
下
し
た
。
第
三
段
階
に
お
い
て
、
左
拾
遺
の
官
を
退
任
し
、
朝
廷
か
ら
地
方
に
移
っ
て
悠
々
自
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

白
居
易
は
、
当
初
の
「
裨
補
時
闕
」
の
理
想
か
ら
次
第
に
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
気
付
き
、
理
想
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
原
因
を
釈
明
し
、

み
ん
な
の
理
解
と
許
し
を
も
ら
う
た
め
に
卑
下
の
表
現
を
用
い
た
。
こ
の
三
つ
の
段
階
に
お
け
る
表
現
の
変
化
は
、
白
居
易
の
詩
想
の
変
化
や
人

生
に
対
す
る
態
度
の
変
化
が
反
映
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
従
来
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
卑
下
の
表
現
を
調
査
対
象
と
し
、
そ
こ
に
白
居
易
自
身
の
詩
想
や
態
度
の
変
化
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
で
き
、
こ
の
点
は
白
詩
の
全
面
的
に
解
明
す
る
上
で
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
他
の
詩
人
の
作
品
に
お
け
る

卑
下
の
表
現
と
の
比
較
な
ど
、
さ
ら
な
る
考
察
の
余
地
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註(1) 
訓
読
と
訳
注
は
岡
村
繁
『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文
集 

五
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
三
八
一
│
三
八
二
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
自
拾
遺
来
、
凡

所
遇
・
所
感
、
関
於
美
刺
興
比
者
、
又
自
武
徳
迄
元
和
、
因
事
立
題
、
題
為
新
楽
府
者
、
共
一
百
五
十
首
、
謂
之
諷
諭
詩
。
又
或
退
公
独
処
、
或
移
病

閑
居
、
知
足
保
和
、
吟
玩
情
性
者
一
百
首
、
謂
之
閑
適
詩
。
又
有
事
物
牽
於
外
、
情
理
動
於
内
、
随
感
遇
而
形
於
嘆
詠
者
一
百
首
、
謂
之
感
傷
詩
。
又

有
五
言
・
七
言
・
長
句
・
絶
句
・
自
一
百
韻
至
両
韻
者
四
百
余
首
、
謂
之
雑
律
詩
。」「
与
元
九
書
」
の
引
用
は
以
下
同
じ
。

(2) 

太
田
次
男
「
平
安
時
代
に
お
け
る
白
居
易
受
容
の
史
的
考
察
（
上
）」（『
史
学
』
第
三
十
二
巻
第
四
、
一
九
六
〇
年
四
月
、
四
〇
二
│
四
四
二
頁
）
を

参
照
。

(3) 

花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）「
諸
本
の
本
文
」（
一
二
三
│
一
九
八
頁
）
を
参
照
。

(4) 

陳
翀
「『
管
見
抄
白
氏
文
集
』
の
発
見
経
緯
と
そ
の
奧
書
に
関
す
る
考
釈　

│
宗
尊
親
王
と
石
清
水
八
幡
宮
田
中
坊
と
の
関
わ
り
│
」（『
中
国
中
世
文

学
研
究
』
六
十
八
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
二
七
│
四
一
頁
）

(5) 

注
(3)
花
房
氏
前
掲
書
、
一
四
三
│
一
四
六
頁
を
参
照
。

(6) 

陳
貽
焮
主
編
『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』
第
一
冊
（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
八
頁
。
原
文
は
「
綴
玉
聯
珠
六
十
年
、
誰
教
冥
路
作
詩
神
仙
。

浮
雲
不
系
名
居
易
、
造
化
無
為
字
楽
天
。
童
子
解
吟
長
恨
曲
、
胡
儿
能
唱
琵
琶
篇
。
文
章
已
満
行
人
耳
、
一
度
思
卿
一
愴
然
。」

(7) 

『
旧
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）「
列
伝
第
十
三
、
白
居
易
伝
」（
四
三
四
〇
│
四
三
六
〇
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
就
文
観
行
、
居
易
為
優
、

放
心
於
自
得
之
場
、
置
器
於
必
安
之
地
、
優
遊
卒
歳
、
不
亦
賢
乎
。」

(8) 

『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）「
列
伝
第
四
十
四　

白
居
易
伝
」（
四
三
〇
〇
│
四
三
〇
七
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
与
元
稹
俱
有
名
、
最
長

於
詩
。」

(9) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集　

三
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
二
二
四
│
二　
　

二
七
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
謬
歴

文
場
選
、
慙
非
翰
院
才
。
雲
霄
高
暫
致
、
毛
羽
弱
先
摧
。」

(10) 

注
(8)
前
掲
『
新
唐
書
』「
志
第
三
十
六
、
百
官
一
」（
一
一
八
一
│
一
二
〇
三
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
玄
宗
初
、
置
『
翰
林
待
詔
』、
以
張
説
、
陸
堅
、

張
九
齢
等
為
之
、
掌
四
方
表
疏
批
答
、
応
和
文
章
。
既
而
又
以
中
書
務
劇
、
文
書
多
壅
滯
、
乃
選
文
学
之
士
、
号
『
翰
林
供
奉
』、
与
集
賢
院
士
分
掌

制
詔
書
敕
。
開
元
二
十
六
年
、
又
改
翰
林
供
奉
為
学
士
、
別
置
学
士
院
、
専
掌
内
命
。」

(11) 

訓
読
と
訳
注
は
注
1
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集 

二
上
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
四
一
│
二
四
三
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
常
愛
陶
彭
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澤
、
文
思
何
高
玄
。
又
怪
韋
江
州
、
詩
情
亦
清
閑
。（
中
略
）
我
無
二
人
才
、
孰
為
来
其
間
。
因
高
偶
成
句
、
俯
仰
愧
江
山
。」

(12) 
「
与
元
九
書
」（
三
八
八
│
三
八
九
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
如
近
歳
韋
蘇
州
歌
行
、
才
麗
之
外
、
頗
近
興
諷
、
其
五
言
詩
又
高
雅
閑
澹
、
自
成
一
家
之

体
。
今
之
秉
筆
者
、
誰
能
及
之
。」

(13) 

原
文
や
訓
読
、
訳
注
は
戸
田
浩
暁
『
新
釈
漢
文
大
系　

文
心
雕
龍　

下
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
）
六
二
四
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
然
屈
平
所
以

能
洞
監
風
騷
之
情
者
、
抑
亦
江
山
之
助
乎
。」

(14) 

注
11
岡
村
氏
前
掲
書
同
頁
、「
江
山
」
の
訳
注
に
つ
い
て
、『
文
心
雕
龍
』「
物
色
篇
」
を
引
用
し
、
す
ぐ
れ
た
詩
文
と
は
江
山
す
な
わ
ち
自
然
の
助
け

を
得
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

(15) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(11)
岡
村
氏
前
掲
書
一
七
六
│
一
七
九
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
詩
成
淡
無
味
、
多
被
衆
人
嗤
。
上
怪
落
声
韻
、
下
嫌
拙
言
詞
。」

(16) 

訓
読
と
訳
注
は
国
民
文
庫
刊
行
会
『
国
釈
漢
文
大
成　

白
楽
天
詩
集　

二
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）
三
六
〇
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
老

来
詩
更
拙
、
吟
罷
少
人
聴
。」

(17) 

李
商
隠
『
樊
南
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
一
八
六
│
一
八
九
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
況
属
詞
之
工
、
言
志
為
最
。
自
魯
毛
兆
軌
、

蘇
李
揚
声
、
代
有
遺
音
、
時
無
絶
響
。
雖
古
今
異
制
、
而
律
呂
同
帰
。
我
朝
以
来
、
此
道
尤
盛
。（
中
略
）
推
李
杜
則
怨
刺
居
多
、
効
沈
宋
則
綺
靡
為

甚
。」

(18) 

謝
思
瓘
『
白
居
易
集
総
論
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
「
白
居
易
与
李
商
隠
」（
四
三
二
│
四
三
五
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
中

唐
推
李
杜
的
是
誰
呢
、
人
們
立
刻
会
想
到
白
居
易
的
『
与
元
九
書
』
和
元
稹
的
『
楽
府
古
題
序
』。
元
、
白
不
只
是
一
般
地
推
崇
李
杜
的
風
格
和
成
就
、

而
且
真
正
将
李
杜
的
精
神
（
実
際
主
要
指
杜
甫
）
帰
結
為
『
怨
刺
』。
李
商
隠
幷
非
否
定
推
崇
李
杜
的
一
般
論
調
、
只
是
不
満
這
種
僅
強
調
怨
刺
的
偏

巧
、
這
裏
的
批
評
対
象
無
疑
即
是
元
、
白
。」（
中
唐
の
時
期
に
李
白
、
杜
甫
を
称
賛
し
た
の
は
誰
だ
ろ
う
と
言
え
ば
、
人
々
は
す
ぐ
白
居
易
の
「
与
元

九
書
」
と
元
稹
の
「
楽
府
古
題
序
」
を
思
い
付
く
だ
ろ
う
。
元
稹
と
白
居
易
は
単
に
李
白
と
杜
甫
の
風
格
や
業
績
の
み
を
称
賛
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

さ
ら
に
李
白
と
杜
甫
の
精
神
（
実
際
に
は
主
に
杜
甫
を
指
す
）
を
『
怨
刺
』
に
纏
め
た
。
李
商
隠
は
李
白
と
杜
甫
を
称
賛
す
る
一
般
的
な
論
調
を
否
定

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
『
怨
刺
』
だ
け
を
強
調
す
る
と
い
う
偏
り
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

は
間
違
い
な
く
元
稹
と
白
居
易
で
あ
る
。）

(19) 

杜
牧
『
樊
川
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
六
│
一
三
八
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
嘗
痛
自
元
和
以
来
、
有
元
、
白
詩
者
、
繊
艶
不

逞
、
非
荘
士
雅
人
、
多
為
其
所
破
壊
。
流
於
民
間
、
疏
於
屛
壁
、
子
父
女
母
、
交
口
教
授
。
淫
言
媟
語
、
冬
寒
夏
熱
、
入
肌
入
骨
、
不
可
除
去
。（
後

略
）」
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(20) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集　

十
二
上
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
二
四
八
│
二
四
九
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
境
勝

才
思
劣
、
詩
成
不
称
心
。」

(21) 
「
与
元
九
書
」（
三
六
五
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
「
自
登
朝
来
、
年
歯
漸
長
、
閲
事
漸
多
、
每
与
人
言
、
多
詢
時
務
、
毎
読
史
書
、
多
求
理
道
、
始
知
文

章
合
為
時
而
著
、
歌
詩
為
事
而
作
。
是
時
皇
帝
初
即
位
、
宰
府
有
正
人
、
屢
降
璽
書
、
訪
人
急
病
。
仆
当
此
時
、
擢
在
翰
林
、
身
是
諌
官
、
手
請
諌
紙
、

启
奏
之
外
、
有
乙
可
下
以
救
済
人
病
、
裨
補
時
闕
、
而
難
於
指
言
者
、
輒
詠
歌
之
。」

(22) 

白
居
易
の
官
職
に
つ
い
て
は
、
注
7
前
掲
『
旧
唐
書
』、
注
(8)
前
掲
『
新
唐
書
』
に
基
づ
く
。

(23) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集　

一
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
一
六
五
│
一
六
七
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
杜
甫
陳
子

昂
、
才
名
聒
天
地
。
当
時
非
不
遇
、
尚
無
過
斯
位
。
況
予
蹇
薄
者
、
寵
至
不
自
意
。
驚
近
白
日
光
、
慙
非
青
雲
器
。」

(24) 

訓
読
と
訳
注
は
注

(23)
岡
村
氏
前
掲
書
一
一
一
│
一
二
一
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
小
臣
誠
愚
陋
、
職
忝
金
鑾
宮
。
稽
首
再
三
拜
、
一
言
献
天
聡
。」

(25) 

訓
読
と
訳
注
は
佐
久
節
『
白
楽
天
全
詩
集　

第
一
巻
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
）
六
五
│
六
八
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
惟
歌
生
民
病
、

愿
得
天
子
知
。」

(26) 

訓
読
と
訳
注
は
注

(23)
岡
村
氏
前
掲
書
一
四
五
│
一
四
七
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
家
田
輸
税
尽
、
拾
此
充
飢
腸
。
今
我
何
功
徳
、
曾
不
事
農
桑
。
吏
禄
三

百
石
、
歳
晏
有
余
粮
。
念
此
私
自
愧
、
尽
日
不
能
忘
。」

(27) 

訓
読
と
訳
注
は
注

(23)
岡
村
氏
前
掲
書
二
八
〇
│
二
八
三
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
乃
知
大
寒
歳
、
農
者
尤
苦
辛
。
顧
我
当
此
日
、
草
堂
深
掩
門
。
褐
裘
覆

絁
被
、
坐
臥
有
余
温
。
幸
免
飢
凍
苦
、
又
無
壠
畝
勤
。
念
彼
深
可
愧
、
自
問
是
何
人
。」

(28) 
 「

与
元
九
書
」（
三
七
四
頁
）
参
照
。
原
文
は
「
始
得
名
于
文
章
、
終
得
罪
于
文
章
、
亦
其
宜
也
。」

(29) 

葉
瓘
「
信
息
与
権
力
：
従
『
陸
宣
公
奏
議
』
見
唐
後
期
皇
帝
、
宰
相
与
翰
林
学
士
的
政
治
角
色
」（『
中
国
史
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
四

九
│
六
七
頁
）。

(30) 

原
文
や
訓
読
、
訳
注
は
宇
野
精
一
『
全
釈
漢
文
大
系　

孟
子
』（
集
英
社
、
一
九
七
三
年
）「
尽
心
章
句
上
」
四
四
六
│
四
九
二
頁
を
参
照
。
原
文
は

「
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
。」
な
お
、
白
居
易
の
「
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
。」
は
「
与
元
九
書
」
に
見
ら
れ
る
。
原
文
は
「
微
之
。

古
人
云
、
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
。
僕
雖
不
肖
、
常
師
此
語
。」「
与
元
九
書
」（
三
八
四
│
三
八
五
頁
）
を
参
照
。

(31) 

注
(8)
前
掲
『
新
唐
書
』
同
列
伝
四
三
〇
二
頁
を
参
照
。

(32) 

彭
小
廬
「
白
居
易
詩
中
『
慙
』『
愧
』
的
心
理
分
析
」（『
江
西
教
育
学
院
学
報
（
社
会
科
学
）』、
第
三
一
巻
第
四
期
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
六
六
│
六

八
頁
）。
こ
の
論
文
は
白
居
易
の
詩
に
お
け
る
「
慙
」・「
愧
」
の
表
現
を
分
析
し
、
白
居
易
が
自
ら
「
慙
」・「
愧
」
と
感
じ
た
要
因
に
つ
い
て
論
じ
た



─ 90─ （155）

も
の
で
あ
る
。「
慙
」・「
愧
」
の
表
現
は
卑
下
の
表
現
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
。

(33) 
訓
読
と
訳
注
は
注

(11)
岡
村
氏
前
掲
書
二
六
九
│
二
七
一
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
是
年
淮
寇
起
、
処
々
興
兵
革
。
智
士
労
思
謀
、
戎
臣
苦
懲
役
。
独
有
不

才
者
、
山
中
弄
泉
石
。」

(34) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(11)
岡
村
氏
前
掲
書
二
五
八
│
二
六
〇
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
豈
唯
玩
景
物
、
亦
欲
攄
心
素
。
往
々
即
事
中
、
未
能
忘
興
諭
。」

(35) 

注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集　

二
下
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
五
六
五
│
五
六
六
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
我
慙
貌
醜
老
、
繞
鬢
斑

斑
雪
。」

(36) 

訓
読
と
訳
注
は
注

(25)
佐
久
氏
前
掲
書
五
五
七
│
五
五
九
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
世
路
重
祿
位
、
栖
々
者
孔
宣
。
人
情
愛
年
寿
、
夭
死
者
顔
淵
。（
中
略
）

我
今
信
多
幸
、
撫
己
愧
前
賢
。
已
年
四
十
四
、
又
為
五
品
官
。
況
茲
止
足
外
、
別
有
所
安
焉
。」

(37) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集 

十
一
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
九
三
│
九
五
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
懐
才
抱
志
者
、

無
不
走
惶
々
。
唯
此
不
才
叟
、
頑
慵
恋
洛
陽
。」

(38) 

訓
読
と
訳
注
は
注
(1)
岡
村
氏
前
掲
シ
リ
ー
ズ
『
白
氏
文
集　

九
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
九
〇
│
九
三
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
五
十
六
十
却
不

悪
、
恬
淡
清
浄
心
安
然
。」

(39) 

訓
読
と
訳
注
は
注

(38)
岡
村
氏
前
掲
書
四
六
五
│
四
六
六
頁
を
参
照
。
原
文
は
「
酒
引
眼
前
興
、
詩
留
身
後
名
。」


